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	特定非営利活動法人　アンダンテ21
	

	１　事業の成果

　地域の自然資源（資本）の価値観と保全の重要性を広く啓発するため、若年層（小学生～高校生、親子等）への環境教育活動や、体験活動に特に力を入れました。コロナ禍という、体験型活動には厳しい世情ではありますが、少人数を対象としたネイチャーガイド事業なども取り入れ、活動の拡大に努めました。
　　また成熟した新しい社会を創る総合的な力量を持つセクターとして、環境分野における行政、事業者、他組織、市民、学校との協働化や委託事業を促進するための研究調査能力向上にも取り組んできました。

２　事業の実施に関する事項

（１）特定非営利活動に係る事業

	
	事業名
	事業内容
	実施
日時
	実施
場所
	従事者

の人数
	受益対象者

の範囲及び

人数
	事業費の

金額

（千円）
	

	
	行政に対する提言事業
	高津川流域の活性化、定住促進、廃棄物対策等への審議会出席等
	4月～3月
	益田市内
	5名
	益田市
	0
	

	
	地域づくり等の人材育成、研修および拠点施設の運営事業
	いこいの家（古民家を活用した活動実施拠点運営）

※本年度をもって事業廃止
	4月～5月
	匹見町
	10名
	0名
	140
	

	
	
	コロナ禍における親子自然活動推進事業
	5月～2月
	益田市内
	10名
	50名
	501
	

	
	環境保全にかかる教育・啓発事業
	どんぐりの植林活動（植栽活動、小学校での水源学習等）
	6～11月
	二条地区植林地
	10名
	100名
	495
	

	
	
	みーもスクール事業（島根県林業課補助事業による小学校での環境教育）
	5月～3月
	益田市、津和野町、吉賀町
	30名
	160名
	1653
	


	
	
	その他、環境にかかわる教育、体験活動支援、講演活動、および実施拠点の運営
	4月～3月
	益田市、津和野町吉賀町
	30名
	200名
	2595
	

	
	川・海・湖での親水性を高める事業
	川ガキ講座事業
	8月
	匹見町
	5名
	30名
	14
	

	
	環境保全にかかる企画・調査・研究・コンサルタント事業
	希少生物の調査・保護巡視活動（ヒメバイカモ、カワラハンミョウ、ゴギ等）
	4月～3月
	吉賀町、益田市
	2名
	1000名
	0
	

	
	（参考：益田川と海をつなぐ自然環境保全活動組織として実施）
	水産多面的機能発揮対策事業（益田川のヨシ帯管理、内水面の生態維持・保全、チョウセンハマグリの稚貝調査、ハマグリ貝アート展の開催）
※益田川と海をつなぐ自然環境保全活動組織として実施

	4月～1月
	益田川下流域および津田海岸、中須海岸
	250名
	1400名
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	

	（２）その他の事業

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	


令和3年度事業報告
令和3年4月1日から令和4年3月31日まで
特定非営利活動法人　アンダンテ21

１　事業別活動概要報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 環境保全にかかる企画、調査、研究、コンサルタント事業

　ヒメバイカモ保全活動
活動１：調査・モニタリング活動

日時：4～3月（随時実施）　　参加者：滝口、吉中、齋藤
実施場所：六日市ジュンテンドー裏河川敷、七日市等
実施内容：ヒメバイカモ生育状況のモニタリング　　

　

　　

　高津川流域の自然環境モニタリング調査
期間：随時実施　　　参加者：渡邉、佐々木、藤山、田原博、滝口、三保、齋藤、葉末等
内容：高津川流域を中心とした自然環境のモニタリングおよびデータ収集を随時実施。（海岸漂着物、海洋生物：佐々木、藤山　、野鳥類：田原　、カワラハンミョウ：三保、齋藤　等）

調査内容等は、総会などで会員間情報共有。
· 環境保全にかかる教育・啓発活動

みーもスクール事業（島根県みーもの森づくり事業補助金）
期間：R3年4月〜R4年1月　

実施校：安田小学校5年生、吉田小学校5年生、豊川小学校、桂平小学校

内容：高津川の源流～河口までを一日で巡る「高津川ツアー」を中心とした、各校の特色に合わせた「森・川・海連関学」を、各校3～6回実施。
　安田小学校：座学、川・海でのフィールド学習、マイ箸づくり
　吉田小学校：座学、高津川ツアー、益田川ゴミ調査
　豊川小学校：座学、益田川水質検査、ガサガサ
　桂平小学校：座学、匹見川ツアー、ガサガサ
どんぐりの森づくり事業（島根県企業局委託事業）

活動１：植林地管理作業
日時：6月～10月

実施場所：益田市向横田、匹見町道川、二条(H23〜R2年度植林地) 　実施内容：刈払機草刈り　

活動２：植林地草刈と地ごしらえ

日時：9月　

実施場所：二条植林地　活動内容：植林予定地地拵え

活動３：水源学習

	日時
	対象
	内容

	6月30日
	安田小学校　5年生
	植林と森の役割についての講義


活動４：植林活動

①　日時：10月14日（木）　　実施場所：益田市柏原町2303－14

参加者：益田市立安田小学校5年生

植栽本数：120本(クヌギ、コナラ)　植栽面積：400㎡
②　日時：10月19日（火）　　実施場所：益田市柏原町2303－14

参加者：吉賀高校環境選択2年生　13名
植栽本数：30本(クヌギ、コナラ)　植栽面積：100㎡

　環境教育支援事業
期間：6月～2月

内容：市内小学校、公民館、行政等が行う環境学習を講師として支援。

・安田小学校から年間を通した環境学習プロデュースを受託。
・他団体が行う環境教育に講師として参加（15回程度）。
・齋藤、佐々木、田中が吉賀高校の選択科目「環境」の講師として、島根県特別非常勤講師として授業を実施。（年40時間程度）
・齋藤が益田高校サイエンスプログラム指導講師として当該講義を担当（20コマ程度）
· 川、海、湖での親水性を高める事業
　　

川ガキ講座事業　「川ガキ講座ミニ」（匹見上公民館との協働事業）
日時：8月5日（木）　実施場所：益田市匹見町　レストパーク周辺

参加者：匹見町の小中学生30名、匹見上公民館職員
昨年度同様、匹見上公民館との共同開催で、地域行事として匹見小中学校の子供を対象に実施した。
また、下記「コロナ禍対応事業」内で、参加者を募った川ガキ講座を萩原公民館にて実施。
　　　　

· 地域づくり等の人材育成、研修及び拠点施設の運営事業
いこいの家・オーベルジュわさび事業
今年度をもって、市に返却が決定。
4～5月に撤退作業を実施。事業終了。
コロナ禍における親子自然活動推進事業

期間：R3年5月〜R4年2月　

参加者：益田市周辺の親子　計20組
海釣り教室、手長エビとり教室、川ガキ講座、キノコ狩り教室、渓流釣り教室、ビーチコーミング教室等の計8回、親子を対象とした少人数型自然体験活動を開催。
島根県コロナ対策補助金を活用。
· 行政に対する政策提言事業
益田市への提言
高津川流域の活性化、定住促進、廃棄物対策に関わる各審議会の委員として、審議会に出席。
· 会員の交流活動
総会
日時：令和3年4月30日(月)　18:30〜20:00
場所：アンダンテ21事務所　　参加者：11名 
理事会
日時：令和4年3月30日　 議題：来年度事業・予算承認と匹見事業の進捗確認、理事改変について
その他、飲食を伴う行事や、人があつまる行事は、コロナ禍の状況を踏まえ中止した。
（参考）水産多面的機能発揮対策事業（益田川と海をつなぐ自然環境保全活動組織として実施）
	活動項目
	活動内容
	活動目標（成果）・活動内容を具体的に記入

	ヨシ帯の保全
	1 ヨシ帯の刈り取り
	（活動内容）・11月2日～11月7日に活動組織構成員によって計画区域の刈取り、集積、袋詰め、搬出作業を実施した。しかし、非常に重労働かつ専門的な作業であり、重機等も多く必要となるため人員や予算の問題で大変厳しい作業となったが、地元中学生団体の協力により工期内にすべての作業を終えることができた。

（活動成果）・刈取りによって、ゴミ回収活動が容易になった。河川の全貌が見えるようになり景観が良くなったとの市民の声が多く出た。・昨年度の成分分析によりヨシ帯保全活動の経済評価をすることが可能となった。

	
	モニタリング
	（活動内容）・前年度刈り取りを行った区域の成長および生育密度およびヨシ帯のしたに隠れるクロベンケイガニなどの水生生物を確認した。

（成果）・本事業を開始した当時と比較し、ヨシの生育密度の減少が確認された。

・ヨシ帯の中に入りこむゴミが海上から投棄物が多く、水辺部分を高刈りすることによって防げることが判明した。

・外来植物の繁殖状況が著しいことが分かり、今後のモニタリングと対策の検討が必要とされる。

・ヨシ帯に住む生物指標として、クロベンケイガニを取り上げ生息密度を調査した。ヨシの刈り取りによりクロベンケイガニの生息に悪影響はないと判断した。

	環境保全に大きな影響を及ぼす内水面の生態系維持・保全・改善
	②河川清掃、ゴミ回収、汚れによる生態系への影響


	（活動内容）・地域グループ、自治会、行政、企業などのボランティア協力によって、ゴミ回収作業実施。漁業者は船によるゴミ運搬という連携作業を行った。また、10m幅中のゴミの種類と量のモニタリング調査を地域小学校とともに行った。（11月21日）参加者を対象として、環境保全意識を高めるための展示を行った。さらに、1月22日に、冬季のゴミ清掃作業を構成員を中心として実施した。

（成果）・11月の一斉清掃では可燃物440㎏の河川ゴミを回収した。また、1月の冬季清掃時には40kgの河川ゴミを回収した。・60名の市民、行政関係者等が参加。・ゴミ調査において、益田川におけるゴミの種類を把握することが出来たとともに、調査に参加した小学生の意識が高まった。

	
	モニタリング
	（活動内容１）・生物・河川状況モニタリング　水生生物や生物に影響を及ぼす河川状況（水質・増水状況、ゴミ投棄状況）などのモニタリングを行った。

（成果１）・地元小学校や公民館と協働し、益田川を題材に生物採取や河川環境への講義を行った。・益田川一斉清掃において、定区間におけるゴミ量と内容をモニタリング調査し、ゴミの傾向や経年変化を考察する資料とした。（11月および1月）

（活動内容２）・石倉カゴを用いた生物資源量調査を、津村橋下にて7月～10月に実施した。

（成果２）石倉カゴの導入により、生物資源量をより定量的にモニタリングできるようになった。石倉カゴ調査では、8月および10月の引き揚げにおいて、モクズガニ、エビ類、魚類、貝類などの生物を確認した。今後、各生物資源量の季節的、経年的変化を調べるための基礎データとなった。このうち貝類のカワニナを、モニタリング指標生物としている。また、調査には地元小学生等の市民も見学に訪れた。

	干潟の保全
	③稚貝等の密度管理
	（活動内容）

・市民との協働による汀線部でのハマグリ稚貝密度分布、殻長分布調査を津田海岸、中須海岸で行った。津田海岸での密度分布調査の際は、高校や小学校の生徒らと調査を行い環境教育の場を提供した。夏季だけではなく季節ごとに殻長分布調査を行った。

（成果）

・1才貝(昨年夏生まれ）の確認が昨年度よりも多く確認できた。・津田海岸における稚貝の減少傾向を把握した。・稚貝の密集する条件の確認はできたが、津田海岸での成貝は確認できなかった。・1才貝から3才貝までの分布数と成長速度を定量的に把握することで、今後の漁獲対象貝の数を推定できるようになった。・市民や他県の高校生が調査に参加し、参加者の環境意識やハマグリに対する関心を高めた。・一年を通じて調査を行ったことにより、徐々に年間を通じたハマグリ稚貝の動向が明らかになってきた。

	
	モニタリング
	活動内容）

・食害に遭ったハマグリ稚貝状況把握調査。・海岸状況の定期的観察。・漂着物の調査。

（成果）

・定期的な死殻・生体の打ち上げ状況調査によって、季節ごとの死因の傾向が把握できた。

	
	④ハマグリ貝アート展の開催
	（活動内容１）

・地元ハマグリの生息状況と環境について、ハマグリの貝アート展を通して紹介した。ハマグリアート作品は、市内外から218点の作品が集まった。

・来場者を対象とした、漁業者によるハマグリを中心とした益田市の水環境に関する特別授業を会場内で実施した。

（成果１）

・貝アート展や特別授業を通して、多くの市民（500名来場、430名がWeb来場）が漁業者のハマグリ資源の保全管理の関心を深めた。


